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メディカルバックグラウンド 
学分野: 心学

mBCA

義
6ヶ月上慢性心患を患っていて気によって5 ％上普の体重から体重が減した患者。

有
全人口の1 ％は慢性心患 (CHF) を患っている。CHFとされた人の5年生存は 50 ％。
命の伸び、急性心患のの、CHFのとの上は人口にする患者を増や
した。このような学上のはさらにんだなのCHFの生を増やす。これは心
悪のがになり、口栄が来心学に大きなをたすことを味する。

中で心不全患者の16 – 42 ％は心悪をする。先国よりも悪が併存患と
してくがっていることでこのいレンジは明できる。


慢性心患は期の格筋量の減と関がある。心悪をすると筋肉量はさらに減
し、体脂量も減する。

悪とえるのは気により:

• ６ヶ月内に 5 ％ 上体重が減った。 
• BMIが 20.00kg/m2 よりくなり、2 ％上体重が減った。


とてもんだではを軽減するしかない。門は悪になる前のから合
ったを開することを奨する。
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seca mBCAによる利
生体電気インピーダンスベクトル析は悪をするのを助け、のにおい
てその重をモニターすることをとする。量がないエリアに患者のが
あるということは悪をしている。

体成チャートはサルコペニアのをとする。サルコペニアとは格筋量もし
くは脂量を味する。
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